




23 

挨拶の言葉（仮訳） 

国会環境経済研究会会長 Mr. LEE, Ho Woong 
 

国会環境経済研究会と環境部、ソウル市が共催する公開シンポジウム「都市部にお

ける大気環境管理政策」に参加された内外の貴賓の皆様と、主題発表者およびパネラ

ーの皆様に深く感謝の言葉を申し上げます。 

併せて、お忙しい中にもかかわらず、本シンポジウムのために祝辞のお言葉をいた

だいた環境部のパク・ソンスク次官にも感謝の言葉を申し上げます。 

まず、国会環境経済研究会に関する簡単な紹介を申し上げようと思います。本研究

会は第１６代国会で創立され、最優秀研究団体賞を受賞する等、名実ともに国会政策

研究開発の産室と位置づけられ、第17代国会でも志を同じくする与野党国会議員45名

が参加して活動している国会議員研究団体です。 

本研究会は、持続可能な社会のための国家的な対応策を模索し、その成果を土台に

国会次元の役割を遂行することによって、環境と経済の調和のとれた発展を通した国

民の生活の質向上を目的にしています。 

まさに先週17日までアルゼンチンのブエノスアイレスで気候変動枠組条約第10回締

約国会議が開催されました。189にわたる条約当事国政府代表のほかに、国際機関、民

間団体代表等７千名余りが参加して、京都議定書の履行、気候変化の影響と適応、国

家報告書、開発途上国の能力形成および財政支援等の幅広い議論がなされただろうと

信じます。 

今日この席では、当事国総会に続いて、さらに豊富な議論がもたらされるだろうと

思われます。 

最近、well beingという言葉が大流行しています。それだけ生活の質を高めようと

する関心と努力は、社会のあちこちに現れています。政府や国会もそうした国民的関

心に対応するために、多様な努力を傾けています。私も今回の17代国会に至り、室内

空気の質改善等の生活の質向上のための多様な立法活動を推進しています。 

それにもかかわらず、相変わらず私たちに残されている課題は多いです。過去10余

年間、きれいな空気をとりもどすための努力が進められましたが、現在首都圏の大気

汚染による社会的被害はよりいっそう悪化する傾向にあります。 

今日この席では、中国、日本、米国、モンゴル、ロシアから、困難な中お越し下さ

った専門家らを迎え、大気汚染に関連する各国別研究および事例を通してご高見を分

かち合おうと思います。 

討論を通して皆様が提起して下さったご高見を参考にして、政策を策定し、必要な

場合、議員立法も推進することをお約束しつつ、最後に国会環境経済研究会は環境と

経済の調和がとれた開発、人間と自然の共存の発展のために最善を尽くす所存です。 



24 

今後も持続的な関心と激励をお願いし、お忙しい中にもかかわらず参加して下さっ

た内外の貴賓の皆様に、いま一度深く感謝申し上げます。 

ありがとうございます。 

 

「都市部における大気環境管理政策」に関する公開シンポジウムにようこそ。 

多くの方々が過密なスケジュールの中、ここにお集まりいただいたことに深く感謝

するとともに、特に、中国のMr.YANG, Jintian、日本のコイワ マサユキ氏、米国の  

Mr.MANJIT, Ahuja、モンゴルのMr.ENKHBOLD, Anar、ロシアのMs.BOYARCHUK, Nadezhda

、韓国環境部のMr.Park Kang Seokをはじめ代表者の方々に感謝いたします。 

どうもありがとうございました。 

 


